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自然に優しい
酵母を発見！

※2013年農林水産省調べ。年間8,500万トンの食品が提供され、1,700万トンが廃棄されている。
　このうち、500万〜800万トンは食べられる状態で捨てられている。

自然がいっぱいで
気持ちがいいニャ

バイオ…
エタノール？

化石燃料の代わりと
なるものです

酵母と言ったら…
パン…だよね

…とは限らない
んですよ

ここでは自然の中で
見つけた酵母で
何か作ってる
らしいよ！

捨てられる食品などの
でんぷんから作る
自然に優しい燃料です

自然に優しいと言っても
燃やしたらCO2が排出
されるのでは？

そこが酵母で作った
バイオエタノールの
いいところなんです

植物由来のでんぷんが
原料のエタノールですから
植物がもともと大気から
取り入れたCO2が
排出されるので
プラスマイナスゼロ！

前から酵素を使って
糖化した後に
酵母で発酵させる
方法はありましたが
それだとコストがかかります

コストを抑えるために
遺伝子組み換えした
酵母で一気通貫生産する
方法も開発されましたが

しかし自然の中で
見つけた酵母なら
そのコストも
かからないのです

酵母は大学内で
見つけたと
耳にしたんですが…

京都大学の谷村研究員が
100の土壌サンプルを集めて
そこから530株の
酵母を分離したんです

それから
普通ならそこまでやるか!?
というほど根気よく探索
してくれたおかげで
エタノールに分解できる
酵母を発見できたんですよ

はい
この大学ではないんですが…

1つの土壌サンプルから
いくつも酵母が出てくるのを集め

ところで
ご存じですか？

日本では※1年で
1,700万トンもの
食品が廃棄されて
います

その大量のゴミは
環境にも影響
してきます

今はまだ純粋な材料の
でんぷんからしか
エタノールを生産しては
いないのですが

私たちの目標は
無駄に廃棄される食物で
燃料を作ることです！

食べ物を粗末にしない
ことは大前提ですが

どうしても出てしまう
ゴミは有効利用し
地球に優しい燃料を
生産する！

これからもどんどん
研究を進めて
いきますよ！ ぜひお願い

します！

これが酵母の
実物です

おおお！

酵素と酵母を使う生産と
酵母だけで行う
一気通貫生産は
こんなイメージです

遺伝子組み換えした酵母を
外界に出さないための
設備が必要で
結局コスト高になる

酵母を使って
バイオエタノール
を作って
いるんです
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未利用バイオマスを活用した
バイオリピッドプラットフォームの構築

［先端的低炭素化技術開発（ALCA）2012年度採択］
　本研究では、バイオマスを原料にして微生物が脂質を生
産する技術の高度化を図り、化成品製造の石油依存から脱
却し、温室効果ガスの大幅な排出削減をめざしている。この
研究の中で、今回、でんぷんから一気通貫プロセスでバイオ 
エタノールを生産できる新しい酵母株を見いだした。
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